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研究成果の概要（和文）：　公立小・中学校に採用されて1年以内の新任教師を対象に，就職後のリアリティ・ショッ
クがメンタルヘルスに及ぼす影響について検討するため，横断的研究および縦断的研究をおこなった。横断的調査の結
果，リアリティ・ショックを感じる出来事の体験とストレス反応との関連が認められた。また1年間の縦断的調査の結
果,就職後のリアリティ・ショックの程度は，その後のストレス反応を予測する可能性が示唆された。また，リアリテ
ィ・ショックへの対応に焦点を当てたメンタルヘルス研修プログラムを作成・実施し，統制群と比較した。その結果，
プログラムの効果は十分に確認されなかったが，認知的対処の向上には有用である可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the phenomenon of reality shock experienced by first-year 
thechers amd examined the effect of a prevention program. We conducted cross-sectional research and longit
udinal research to determine whether the reality shock experienced in teaching affects first-year teachers
's mental health. The cross-sectional research showed a significant correlation between reality shock rela
ted teaching adn stress response among first-year teachers. Moreover, the longitudinal research suggeted t
hat reality shock significantly predicted stress response. In addition, first-year teachers underwent a me
ntal health program that focused on coping with reality shock; we compared the program's effects on these 
teachers with those observed in a control group. The efficacy of the programn was not confirmedl but the p
rogram showed potential for use in the improvement of cognitive coping.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
新任教師の離職は大きな問題であり，採用

1年以内の離職者数は，平成15～21年度で111

名から 302 名と急増している(文部科学省，

2012)。この背景の 1つに，教師全体のメンタ

ルヘルスの悪化がある。文部科学省によると，

平成 20 年度の病気休職のうち精神疾患を理

由とする者は 5,400 人（64.0％）に上り，そ

の数は平成 10 年度の約 3倍である。したがっ

て，新任期における離職問題とメンタルヘル

ス危機への対応は喫緊の課題となっている。 

若年就業者の職場適応・定着を阻害する要

因として，リアリティ・ショックの存在が指

摘されている（尾形，2007）。リアリティ・シ

ョックとは，就職前に想像していた職務イメ

ージと，実際に就職した後の現実とのギャッ

プ（Schein, 1978; 二村・三善，1991）やそ

れによって起こるショック現象（宗像・及川，

1986）である。わが国では看護分野で，新任

期のリアリティ・ショックが早期離職の一因

となることが明らかにされ，研究知見に基づ

いた新任者支援が行われて効果を上げている。 

新任教師については主に国外において，リ

アリティ・ショック現象は，新任教師の早期

離職におけるもっとも大きな要因の１つであ

るといわれている（Rosenholtz,，1989）。し

かし日本においては，新任教師を対象にした

研究自体の数が少なく，特にリアリティ・シ

ョック現象については，申請者が平成 19 年～

現在に実施した一連の研究（原田・中村，

2008；原田・松永・中村，2008；原田・松永・

中村，2009；松永・原田・中村，2010）のみ

である。 

われわれは，平成 17～18 年度の新任教師を

対象とした臨床実践を基盤に，平成 19 年～

21 年度に，新任教師のリアリティ・ショック

に関する面接調査（原田・中村，2008）と，

リアリティ・ショック尺度作成と尺度を用い

た横断的検討（原田・松永・中村，2008；原

田・松永・中村，2009；松永・原田・中村，

2010）をおこなった。その結果，新任教師の

リアリティ・ショックでは，「多忙感」「経験

不足」「生徒・保護者との関係」「職場の人間

関係」「理想と現実のズレ」といった職業イ

メージの変化が生じていることが示唆され

た（原田・松永・中村，2009；松永・原田・

中村，2010）。また分析の結果，リアリティ・

ショックに，通常の職業ストレッサーが加わ

るとストレス反応がより強まる可能性を明

らかにした（原田・松永・中村，2009）。ま

た，新任者が求める支援の質的分類を行い，

リアリティ・ショックの観点から新任教師支

援が可能であることを確認した(中村・原田・

松永，2010)。 

以上の経緯を経たが，新任教師のリアリテ

ィ・ショックについて，①複数の市や県でデ

ータを収集して結果を一般化すること，②リ

アリティ・ショックの促進・緩和要因を検討

すること，③縦断研究による評価，④新任教

師のメンタルヘルス向上に特化したプログ

ラムの開発とその効果の実証的検証が課題

として残されており，これらの課題について

検討する必要がある。 
 
２．研究の目的 

そこで，本研究の目的は，以下の 4点であ

る。 

（１） 原田・中村・松永（2009）で予備的

に作成したリアリティ・ショック要

因尺度の信頼性・妥当性を検討し，

尺度の一般化をおこなう。 

（２） リアリティ・ショック要因尺度とそ

の他のメンタルヘルス関連尺度（ス

トレス反応，被援助志向性など）と

の関連を横断的に検討する。 

（３） 就職後のリアリティ・ショックによ

る新任者のメンタルヘルスへの影響

過程と，リアリティ・ショックの促

進・緩衝要因について，縦断的に明

らかにする。 

（４） リアリティ・ショックの緩和を目的



とした研修プログラム（予備プログ

ラム作成は終了しているので研究知

見を反映させ改訂）を実施し，プロ

グラムの有用性について検討を行う。 

 
３．研究の方法 

（１）新任教師のリアリティ・ショック要因

尺度の作成と尺度の信頼性・妥当性の検討 

① 調査協力者および調査時期： A 県 B市に

採用された公立小・中学校新任教師を対

象とした初任者研修内にリアリティ・シ

ョック要因尺度を含む質問紙調査への

回答を依頼した。尺度開発にあたり，2

つのサンプルを用いた。サンプル１の調

査時期は 2011（平成 23）年 8月であり，

新任教師 104 名（男性 49名，女性 55名）

であった。サンプル 2は， 2012（平成

24）年 8月であり，新任教師 119 名（男

性 43 名，女性 76 名）であった。 

② 質問紙調査の構成：a)就職前後の職務イ

メージ（原田ら，2008）：2 項目，b）教

師用リアリティ・ショック要因尺度：44

項目，c）ストレス反応尺度 下光・原

谷（2000）の職業性ストレス簡易調査票

のうち 29 項目。 

③ 分析方法：リアリティ・ショック要因尺

度については，因子分析や信頼性係数を

算出し，尺度の信頼性・妥当性を検討し

た。また，リアリティ・ショックとスト

レス反応との関連を検討した。 

（２）リアリティ・ショックとメンタルヘル

スとの関連に関する横断的検討 

① 調査協力者および調査時期：A 県 B 市の

公立小・中学校に採用されて 1年以内の

新任教師 160名を対象に，就職後４ヵ月

時（2011 年 8 月）に質問紙調査を実施

した。 

② 質問紙調査の構成：a)就職前後の職務イ

メージ変化，b)教師用リアリティ・ショ

ック要因尺度（ （１）にて作成），c)職

業性ストレス簡易調査票のストレス反

応に関する項目（下光ら，2009），d)コ

ーピング特性簡易尺度（BSCP;影山ら，

2003），e)ソーシャルサポート尺度（小

牧・田中，1993），f)状態被援助志向性

尺度（田村ら,2006），g)特性被援助志向

性尺度（田村ら，2006）。 

（３）リアリティ・ショックがメンタルヘル

スに及ぼす影響過程に関する縦断的検討 

① 調査協力者と調査時期：A 県 B 市の公立

小・中学校に採用されて 1年以内の新任

教師 117 名（男性 42 名，女性 75 名）を

対象に 3回（2012 年 8月， 10 月， 2013

年 2月）にわたって質問紙調査を実施し

た。３回の調査に連続して回答した者は

102 名であり，欠損のあるケースは Last 

Observation Carried Forward 法を用い

て最終観測値を代入して分析を行った。 

② 質問紙調査の構成：a)就職前後の職務イ

メージ変化，b)教師用リアリティ・ショ

ック尺度（原田・松永・中村，2009），

c)職業性ストレス簡易調査票のストレ

ス反応に関する項目（下光ら，2009），

d)コーピング特性簡易尺度（BSCP;影山

ら，2003），e)ソーシャルサポート尺度

（小牧・田中，1993），f)状態被援助志

向性尺度（田村ら,2006），g)特性被援助

志向性尺度（田村ら，2006），h)自動思

考尺度（坂本ら，2004）。 

③ 分析方法：就職時のリアリティ・ショッ

クの程度が 4ヵ月後，その後のストレス

反応を予測するかどうか，またリアリテ

ィ・ショックの促進・緩衝要因について

多変量解析を用いて検討した。 

（４）リアリティ・ショックの対応に特化 

したメンタルヘルス研修プログラムの策定

と効果検証 

① 対象と手続き：A県 B 市と C県の公立

小・中学校に採用されて 1年以内の新

任教師 181 名であり，介入群 102 名と

統制群69名であった。介入群にのみ，



2013年8月に200分のメンタルヘルス

研修プログラムを実施し，その前後で

質問紙調査を行った。統制群には，質

問紙調査のみを実施した。 

② プログラム内容：研修プログラムは，

研究 1・2 の知見をもとに，講義（60

分）とグループワーク（140 分）で構

成した。講義では新任教師が体験しや

すいストレスである「リアリティ・シ

ョック」と，それへの対応を解説した。

またグループワークでは，「柔軟な考

え方をできるようにする」ことを目的

に，提示したシナリオをもとにグルー

プで認知行動療法の技法（認知再構

成）に取り組んでもらった。 

③ 効果評価：研修プログラムの効果を検

討するため，介入群・統制群の両群に

対して，プログラム 3か月前（5 月），

プログラム直前・後（8月），プログラ

ム 3～6 か月後において質問紙調査を

実施した。質問紙の内容は，a)教師用

リアリティ・ショック尺度（原田・松

永・中村，2009），b)職業性ストレス

簡易調査票のストレス反応に関する

項目（下光ら，2009），c) 状態被援助

志向性尺度（田村ら,2006）であった。  

 

４．研究成果 

（１）新任教師のリアリティ・ショック要因

尺度の信頼性・妥当性の検討 

44 項目のうち，フロア効果または天井効果

のあった 6項目を除外し，38 項目について因

子分析をおこなった。その結果，「職場の人

間関係」，「経験不足」，「生徒・保護者との関

係」，「多忙感」の 4因子 20 項目が抽出され

た。尺度全体の信頼性係数は各因子のα

＝.87，因子別はα＝.80 ～.82 であり，高い

内的一貫性が認められた。 

また作成した尺度と就職前後でのイメー

ジ変化との関係を検討した結果，リアリテ

ィ・ショック要因尺度の高得点者において就

職後に職業イメージがネガティブに変化し

た者の割合が多くなっていた（χ2(2)=23.25, 

p<.001）。このことから，リアリティ・ショ

ック要因尺度の併存的妥当性が確認された。 

さらにストレス反応との関係を検討した

ところ，活気の低下以外のすべてのストレス

反応への影響が有意であった。これらの結果

から，リアリティ・ショック要因尺度の信頼

性・妥当性が確認された。 

（２）リアリティ・ショックとメンタルヘル

スとの関連に関する横断的検討 

質問紙調査の結果，対象者の約 4割は，就

職前にポジティブなイメージを持っていた

にも関わらず，就職後にネガティブなイメー

ジに変化していた。またリアリティ・ショッ

ク要因からストレス反応への影響について，

重回帰分析の結果，経験不足は不安感と抑う

つ感に対して正の影響が（順にβ

=.26,p<.01;β=.25,p<.01），生徒・保護者と

の関係は，イライラ感と抑うつ感に対して正

の影響が有意であった（順にβ=.15,p<.01;

β=.19,p<.01）。多忙感は，疲労感と抑うつ

感に対して正の影響が有意であった(順にβ

=.17,p<.01;β=.13,p<.01)。 

また，状態被援助志向性の低い者は高い者

に比べて，不安感や身体愁訴を強く感じてい

た。また特性被援助志向性の低い者は高い者

に比べて，抑うつ感を強く感じていた。 

今回の結果から，新任教師においては，就

職後に生じるリアリティ・ショックがストレ

ス反応に影響することが示唆された。また援

助を求めることの抵抗感や否定的態度がス

トレス反応に影響する可能性についても示

された。 

（３）リアリティ・ショックがメンタルヘル

スに及ぼす影響に関する縦断的検討 

8 月時点（就職４ヶ月）のリアリティ・シ

ョックの程度とその後のストレス反応との

関連について検討したところ，就職７ヶ月後



（10 月）のストレス反応（r=.51, p<.001），

就職11ヶ月後（２月）のストレス反応（r=.56, 

p<.001）ともに中程度の正の相関を示した。

さらに重回帰分析の結果，11 ヶ月後のストレ

ス反応については，初回調査時（8 月）のス

トレス反応と基本属性（性，年齢，担任の有

無）をコントロールしても，リアリティ・シ

ョック(β=.30, p<.01)とネガティブな自動

思考(β=.16, p<.10)は正の影響(R2=.52, 

p<.001)を与えていた。このことから，リア

リティ・ショックの程度がその後の適応を予

測する可能性が示唆された。 

（４）リアリティ・ショックの対応に特化 

したメンタルヘルス研修プログラムの効果 

プログラムの効果について，介入群と統制

群とで比較するため，各時期の尺度得点を従

属変数，群（介入・統制）と時期（プログラ

ム前・後・3～6か月後）を独立変数とした繰

り返しのある 2 要因分散分析をおこなった。

その結果，リアリティ・ショック合計得点に

ついて，交互作用が有意であったが（F(2，

358)=3.10，p<.05），プログラム前の得点が

介入群は統制群よりも低くなっており，介入

後には得点差が見られなかった。また K6(ス

トレス反応)と被援助志向性については，主

効果および交互作用ともに有意ではなかっ

た。 

また介入群のみ，介入前後において，認知

的対処の自己効力感のうち，「客観的・多面

的な捉え方」4 項目について評定を求めた。

時期を要因とした分散分析を行った結果，4

項目すべてで時期の効果が有意であり，介入

後は前よりも得点が高くなっていた(p<.01)。 

 以上のことから，本プログラムが新任教師

のリアリティ・ショックやストレス反応を低

減させる効果については確認されなかった

が，柔軟な思考，とくに客観的・多面的なも

のの捉え方の向上には有用である可能性が

示された。 
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